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令和4年6月30日現在  人口10,656人（97.6%）／男5,246人（97.8%）・女5,410人（97.3%）  
 世帯4,238（100.3%） ※うち外国人世帯29（96.7%）　（    ）内は前年比率

飯綱町 6月定例会
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補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）�

―
可
決

　
既
定
予
算
に
６
６
９
６
万
３

千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
78
億

６
８
１
６
万
６
千
円
と
す
る
も

の
。

主
な
歳
出

総
務
費

　

�

雪
害
を
受
け
た
い
い
づ
な
コ

ネ
ク
ト
イ
ー
ス
ト
体
育
館
屋

根
や
三
水
書
庫
の
屋
根
修
理

�

７
７
５
万
円

商
工
費

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

�

７
０
０
万
円

　

�

雪
害
を
受
け
た
霊
仙
寺
湖
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
管
理
棟
修
理
費

�

１
０
１
０
万
９
千
円

土
木
費

　

�

焚
荒
地
区
の
土
地
造
成
の
み

の
計
画
を
住
宅
１
棟
の
買
取

費
用
を
含
め
た
も
の
に
変
更

�

２
７
０
０
万
円

消
防
費

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

�

４
０
０
万
円

教
育
費

　

�

雪
害
を
受
け
た
教
員
住
宅
の

修
繕�

１
７
６
万
円

飯
綱
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
変
更
に
つ
い
て	
�

―
可
決

·
変
更
理
由

　
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

追
加
公
示
に
伴
い
、
飯
綱
町
全

域
が
「
全
部
過
疎
」
に
指
定
さ

れ
た
た
め
、
飯
綱
町
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
を
変
更
す
る

も
の
。

·
主
な
内
容

　
「
全
部
過
疎
」
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
記
載
内
容
の
変

更
及
び
事
業
の
修
正
追
加
。

·
計
画
区
間

　
令
和
３
年
４
月
１
日
～
８
年

３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
。

　
過
疎
地
域
と
は
、
人
口
の

著
し
い
減
少
に
伴
っ
て
地
域

社
会
に
お
け
る
活
力
が
低
下

し
、
生
産
機
能
及
び
生
活
環

境
の
整
備
等
が
他
の
地
域
に

比
較
し
て
低
位
に
あ
る
地
域
。

総
務
省
が
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
よ
り
原
則
と
し

て
市
町
村
単
位
で
指
定
す
る

が
、
平
成
の
大
合
併
前
の
旧

市
町
村
の
区
域
に
限
定
し
て

指
定
す
る
こ
と
も
あ
る
。

回
答　

今
後
、
個
別
避
難
計

画
を
社
協
と
協
力
し
て
準
備
す

る
予
定
。

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て�

―
可
決

　
鳥
居
新
橋
修
繕
工
事
に
使
用

す
る
ボ
ル
ト
の
納
期
遅
延
に
起

因
し
、
寒
中
養
生
を
増
と
し
た

も
の
。
既
設
塗
装
に
対
応
し
た

仮
設
工
事
を
増
と
し
た
も
の
。

·
契
約
金
額

変
更
前　
５
５
０
０
万
円

変
更
後　
５
９
８
９
万
５
千
円

飯
綱
町
不
法
投
棄
監
視
連
絡

員
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条

例�

―
可
決

　
現
行
で
は
監
視
員
を
置
い
て

お
ら
ず
、
業
務
委
託
に
よ
り
回

収
を
含
め
て
対
応
し
て
い
る
。

現
状
の
条
例
に
は
、
回
収
の
定

め
が
な
い
な
ど
、
現
行
と
不
具

合
な
面
が
あ
り
廃
止
と
す
る
も

の
。飯

綱
町
災
害
時
避
難
行
動
要

支
援
者
支
援
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

―
可
決

　
社
会
福
祉
協
議
会
を
関
係
支

援
団
体
に
加
え
る
と
共
に
、
関

係
の
要
支
援
者
登
録
申
請
書
兼

登
録
台
帳
の
様
式
を
変
更
す
る

も
の
。

（
常
任
委
員
会
で
の
質
問
）

　

  　
必
要
と
す
る
医
療
機

器
等
、
個
別
対
応
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

質
問

⃝
�

６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で
の
17
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た
。

⃝
�

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、報
告
３
件
、条
例
２
件
、補
正
予
算
２
件
、

そ
の
他
２
件
で
審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

⃝
�一般

質
問
に
は
、
５
人
が
立
ち
、
町
の
行
政
執
行
を
質
す
と
と

も
に
、
施
策
の
提
案
を
行
っ
た
。

一般会計補正予算3・4号合わせて
7187万２千円を増額

町債2300万円の増額は、過疎対策として認められる事業に
過疎債を充当し財源調整したもの

▲�この部分に使うボルトの納期遅延

第 67 号（2）

定
例
会



主
な
補
正
内
容

歳
入

·�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金

�

４
３
４
１
万
千
円

·�

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
推
進
交
付
金

�

２
７
３
３
万
５
千
円

歳
出

·�

病
院
施
設
費�

５
０
０
万
円

·�

商
工
振
興
対
策
事
業

�

２
８
９
０
万
円

·�

Ｄ
Ｘ
推
進
費

�

５
４
６
７
万
千
円

　
前
号
の
予
算
の
ペ
ー
ジ
で

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂

正
し
ま
す
。

　
２
ペ
ー
ジ
下
段
「
町
債
現

在
高
と
基
金
現
在
高
の
推

移
」
の
表
中
、
町
債
の
企
業

小
計
の
行
で
Ｒ
３
見
込
み
の

列
の
５
１
７
１
は
誤
り
で
、

５
７
１
７
が
正
し
い
数
字
で

す
。
尚
、
単
位
は
百
万
円
で

す
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂 

正

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会	
	

�

５
月
17
日
開
会

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）�

―
可
決

　
既
定
予
算
に
60
万
円
を
増
額

し
、
総
額
を
77
億
１
５
６
０
万

円
と
す
る
も
の
。

主
な
補
正
内
容

歳
入

·�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業�

60
万
円

歳
出

·�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
負
担
金
、
補
助

及
び
交
付
金�

60
万
円

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
の
給
付
算
定
対
象
は
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

児
童
で
あ
る
が
、
３
月
下
旬
に

出
生
し
た
児
童
分
は
４
月
支
給

と
な
り
、
令
和
４
年
度
で
の
予

算
計
上
が
必
要
な
た
め
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）�

―
可
決

　
既
定
予
算
に
８
５
６
０
万
３

千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
78
億

１
２
０
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

定
さ
れ
８
年
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
る
が
15
年
以
降
、
い
わ
ゆ
る

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
イ
制
度
に
よ

り
、「
７
月
の
第
３
月
曜
日
」

に
な
り
、
毎
年
そ
の
日
に
ち
が

変
動
す
る
祝
日
と
な
っ
た
。「
海

の
日
」
を
７
月
20
日
に
固
定
化

す
る
意
見
書
を
採
択
し
内
閣
総

理
大
臣
に
提
出
を
求
め
る
陳
情

書
。討　

　
論

　
本
会
議
で
は
討
論
な
し
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
２
名
が

反
対
討
論
を
行
っ
た
。

反
対
討
論
の
内
容

　

ほ
か
の
祝
日
も
第
２
や
第

３
月
曜
日
に
移
動
し
連
休
に

な
っ
て
い
る
。「
海
の
日
」

だ
け
７
月
20
日
に
固
定
す
る

必
要
が
な
い
。
で
き
る
だ
け

連
休
に
す
べ
き
。

　

象
に
、
児
童
１
人
当
た
り
一
律

５
万
円
の
支
給
を
行
う
事
業
に

対
す
る
費
用
を
補
正
す
る
も
の
。

歳
入

国
庫
支
出
金

　
児
童
福
祉
費
国
庫
補
助
金

�

４
５
７
万
６
千
円

県
支
出
金

　

�

長
野
県
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
事
務
費
補
助
金

�

33
万
３
千
円

�

合
計
４
９
０
万
９
千
円

歳
出

民
生
費

　
児
童
福
祉
一
般
事
務
費

�
33
万
３
千
円

　

�

低
所
得
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金

�

４
５
７
万
６
千
円

請
願
・
陳
情

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を

７
月
20
日
に
固
定
化
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

�

―
不
採
択

陳
情
者　
海
事
振
興
連
盟
会
長

�

衛
藤
征
士
郎

　
「
海
の
日
」
は
海
の
恩
恵
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、「
海
洋

国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
」
こ
と

を
趣
旨
と
し
て
平
成
７
年
に
制

　
�

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
グ
ラ
ン
ド

の
夜
間
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更

新�

８
０
０
万
円

主
な
歳
入

国
庫
支
出
金

　

�

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
追
加
分�
８
５
０
万
円

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
分

�

２
０
０
万
円

繰
入
金

　
子
育
て
応
援
基
金
の
繰
入

　

�

▲
１
８
３
０
万
円
（
過
疎
債

の
充
当
に
伴
う
財
源
振
替
）

諸
収
入

　
公
有
建
物
災
害
共
済
金

�

１
６
６
３
万
８
千
円

町
債
（
２
３
０
０
万
円
増
額
）

�

６
６
１
０
万
円
（
過
疎
債
）

繰
越
金

�

３
０
８
３
万
８
千
円

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）�

―
可
決

　
既
定
予
算
に
４
９
０
万
９
千

円
を
増
額
し
、
総
額
を
78
億
７

３
０
７
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
補
正
内
容

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に

係
る
緊
急
支
援
と
し
て
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
で
あ
る
低
所

得
の
ひ
と
り
親
世
帯
並
び
に
令

和
４
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
を
対

（3）長野県　飯綱町議会だより

常
任
委
員
会

臨
時
会



職
員
数

　
１
３
４
人
（
う
ち
正
職
員
26
人
）

経
営
理
念

　
地
域
に
開
か
れ
た
組
織
と
し
て
、
住
民
参
加

を
徹
底
し
、
情
報
公
開
や
説
明
責
任
を
果
た
し

ま
す
。

　
事
業
の
効
果
測
定
や
コ
ス
ト
な
ど
事
業
評
価

を
適
切
に
行
い
、
効
果
的
で
効
率
的
な
自
立
し

た
経
営
を
行
い
ま
す
。

Q
施
設
の
老
朽
化
、
修
理
に
つ
い
て
は

　
指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ふ
れ
あ
い
の
園
」「
牟
礼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」「
多

世
代
交
流
施
設
」
は
町
の
予
算
で
、「
さ
み
ず

の
郷
」「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
が
家
」
は
社
協

が
計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。

Q
住
民
の
高
齢
化
に
対
す
る
職
員
数
は
足
り
る
か

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
利
用
者
増
が
予

想
さ
れ
る
。
人
件
費
は
経
費
の
中
で
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
る
。
正
規
職
員
の
採
用
は
計
画

的
に
行
う
。
元
気
な
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
方

な
ど
幅
広
く
人
材
確
保
を
行
っ
て
い
く
。
必
要

な
資
格
は
採
用
後
の
取
得
を
検
討
す
る
。
働
き

甲
斐
の
あ
る
環
境
づ
く
り
、
処
遇
改
善
の
更
な

る
推
進
が
必
要
。�

福祉文教常任委員会
6月7日

社会福祉法人 飯綱町社会福祉協議会視察

視察
報告

令和4年　6月定例会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成 ●反対）

議　　案　　名 表決
結果

議案

飯綱町不法投棄監視連絡員設置条例を廃止す
る条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町災害時避難行動要支援者支援に関する
条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度飯綱町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

工事変更請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町過疎地域持続的発展計画の変更につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度飯綱町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願 えん罪被害者を一刻も早く救済するために再審制
度の速やかな改正を求める請願書 継続審査 －

陳情

女性トイレの維持及びその安心安全の確保につ
いての陳情 継続審査 －

国民の祝日「海の日」を７月20日に固定化する意
見書の提出を求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ －

沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める
意見書の提出を求める陳情 継続審査 －

渡
邉
千
賀
雄

原
田
幸
長

伊
藤
ま
ゆ
み

大
川
憲
明

清
水
　
滿

石
川
信
雄

目
須
田
修

風
間
行
男

樋
口
　
功

中
島
和
子

青
山
　
弘

瀧
野
良
枝

小
林
文
廣

中
井
寿
一

三
ツ
井
忠
義

▲�小学校で行っている		
車いす体験

第 67 号（4）
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諏訪戸 浩さん
（北部高校教諭）

中島 和子議員
地域コミュニティ  活性化へ取組の強化を

中井 寿一議員
人口増アクションプランは

瀧野 良枝議員
農用地保全  活動発展のため中間支援組織を

石川 信雄議員
ウクライナ避難民受け入れを

伊藤 まゆみ議員
１　破損した太陽光パネルの対応は
２　安心して子育てできる環境の整備を

地域づくり他を質す

•�一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求めるものです。
•�一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
•�一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

北
部
高
校
で
は
、
本
年

度
よ
り
３
年
生
の
選
択
科

目
と
し
て
「
地
域
の
課
題

探
究
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

学
校
が
立
地
す
る
飯
綱
町

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

学
び
、
北
部
高
校
生
と
し

て
の
意
見
表
明
を
地
域
に

向
け
て
行
う
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

学
習
の
一
環
と
し
て
、

６
月
３
日
の
町
議
会
一
般

質
問
の
傍
聴
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
傍
聴
し

た
生
徒
の
感
想
で
す
。

「
初
め
て
議
会
を
見
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

「
こ
う
い
う
機
会
が
な

か
っ
た
の
で
、
議
会
が
ど

の
よ
う
な
様
子
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
飯

綱
町
を
良
く
し
よ
う
と
し

て
い
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
」

「
話
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
少
し
難
し
か
っ
た
け
ど
、

聞
い
て
い
く
う
ち
に
飯
綱

町
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
良

か
っ
た
で
す
」

「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い

て
今
後
ど
の
よ
う
な
ア
イ

デ
ア
が
出
て
く
る
の
か
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
私
た

ち
若
者
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

通
じ
て
町
の
良
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
」議

会
の
「
生
」
の
姿
に

接
し
た
今
回
の
経
験
を
、

今
後
の
学
び
の
深
化
に
つ

な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
部
高
校
生
の
議
会
傍

聴
に
あ
た
り
、
議
会
お
よ

び
役
場
の
皆
様
、
一
般
の

傍
聴
の
方
々
に
、
様
々
な

お
心
遣
い
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

地域の課題探究

（5）長野県　飯綱町議会だより
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地
域
再
生
、		

	
�

今
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

中
島  

地
域
活
動
の
脆
弱
化
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
持
続
可
能
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
へ
町

の
見
解
は
。 

町
長  

地
方
の
役
目
は
絆
を
育

て
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
。
行

政
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
話
し
合
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
指
針
を
出
し
て
い
く
こ
と
と
、

誰
も
が
同
程
度
の
生
活
基
盤
を

整
え
、
平
均
的
な
生
活
水

準
を
維
持
で
き
る
貧
富
格

差
の
解
消
が
大
事
。
存
続

に
向
け
精
一
杯
努
力
す
る
。

集
落
創
生
事
業
の�	

�

進
捗
状
況
は

中
島  

集
落
活
性
化
策
と

し
て
町
が
実
施
す
る
集
落

創
生
事
業
の
取
組
状
況
は
、

50
集
落
の
内
16
集
落
に
留

ま
る
。
未
実
施
地
区
や
停

滞
地
区
の
調
査
と
サ
ポ
ー

ト
を
。

企
画
課
長  

担
当
課
が
地

域
代
表
者
に
現
況
を
聞
き

取
り
し
な
が
ら
、
集
落
活

性
化
が
一
歩
で
も
前
に
進

む
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

中
島  

集
落
創
生
事
業
の
今
後

の
財
源
確
保
と
支
援
は
。

町
長  

町
が
単
独
で
対
応
し
て

い
る
事
業
で
あ
る
。
今
後
も
町

の
判
断
で
議
会
に
諮
り
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
。
小
規
模
地
区

の
人
材
不
足
も
あ
り
、
も
う
少

し
広
域
単
位
で
の
取
組
も
考
え

た
い
。

中
島　
事
業
終
了
後
に
お
け
る

活
動
の
持
続
性
と
活
性
化
な
ど

全
体
的
な
評
価
は
。

企
画
課
長　
地
域
か
ら
は
、
今

ま
で
関
わ
り

が
薄
か
っ
た

女
性
や
若
者

に
地
域
へ
の

愛
着
心
が
生

ま
れ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の

強
化
に
繋
が

っ
た
と
聞
く
。

住
民
が
集
落

活
動
を
自
分
事
と
考
え
、
当
事

者
意
識
が
芽
生
え
た
こ
と
に
町

は
高
く
評
価
し
て
い
る
。

自
分
達
で
行
っ
て
い
く
活

動
の
積
み
重
ね
が
地
域
の

誇
り
を
取
り
戻
し
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に
繋

が
る
と
考
え
る
。

移
住
者
と
良
好
な	

	
�

関
係
づ
く
り
を

中
島  

集
落
で
は
あ
る
程

度
、
自
治
組
織
な
ど
ロ
ー

カ
ル
ル
ー
ル
の
理
解
を
い

た
だ
き
、
円
滑
な
関
係
を

築
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

窓
口
で
の
対
応
は
。

町
長  

現
在
は
最
低
限
の

連
絡
事
項
を
し
て
い
る
。

電
子
社
会
が
進
む
中
で
は

あ
る
が
窓
口
で
も
研
究
を

し
て
い
き
た
い
。

中
島　
地
域
住
民
の
安
全
を
地

域
で
守
る
た
め
に
も
自
治
組
織

は
大
切
だ
が
。

総
務
課
長  

住
民
同
士
の
親
睦
、

交
流
が
生
活
環
境
の
維
持
に
繋

が
る
。
住
民
自
治
組
織
へ
加
入

の
呼
び
か
け
は
、
中
々
必
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
聞

く
。
町
で
は
、
区
・
組
の
代
表

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
加

入
を
呼
び
か
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
が
必
要
で
は
な
い
か

考
え
て
い
く
。 

中
島  

集
落
で
の
良
好
な
関
係

づ
く
り
が
定
住
に
も
繋
が
る
の

で
は
。

町
長  

関
係
性
を
育
て
て
い
く

の
は
地
域
の
皆
さ
ん
で
あ
り
、

そ
の
導
入
サ
ー
ビ
ス
が
行
政
で

あ
る
。
住
民
と
の
知
り
合
う
場

を
多
く
設
定
し
て
、
最
終
的
に

は
地
域
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し

い
と
考
え
る
。

地域コミュニティ

活性化へ取組の強化を
町の存続に向け精一杯努力する

中島 和子議員

町
長

▲�移住定住支援サイト（HP）「声
掛け合う飯綱町」のアピールを

▲�全町での取組を期待したい集落創生事業（奈良本地区の会議の様子）

第 67 号（6）
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人
口
増
の
目
標
を

中
井  

自
然
減
、
社
会
減
は
。

企
画
課
長  

令
和
３
年
、
自
然

減
１
３
０
人
、
社
会
減
12
人
。

中
井  

令
和
８
年
の
飯
綱
町
の

人
口
１
０
０
０
０
人
は
目
標
か
、

推
計
か
。

企
画
課
長  

目
標
で
あ
る
。

中
井  

推
計
は
。

企
画
課
長  

令
和
７
年
で
９
３

０
７
人
。
目
標
は
、
国
勢
調
査

の
推
計
よ
り
プ
ラ
ス
３
０
０
人

の
予
定
。

賃
貸
建
築
数
の
増
を

中
井  

町
営
住
宅
は
、
若
者
向

け
住
宅
も
含
め
15
年
間
で
44
世

帯
。
少
な
過
ぎ
な
い
か
。
約
半

分
が
転
入
と
い
う
こ
と
な
の
で

年
間
6
～
7
人
し
か
い
な
い
。

直
近
の
公
募

時
の
倍
率
は

４
倍
。
改
善

計
画
は
。

町
長  

44
世

帯
は
、
予
算

的
に
最
大
限
。

合
併
に
伴
う

費
用
が
嵩
ん

だ
。
今
後
、

過
疎
債
を
用

い
た
町
営
賃

貸
住
宅
の
建

設
、
民
間
事

業
者
へ
の
補

助
に
よ
る
建

設
促
進
を
図

る
。

中
井  

過
疎

計
画
で
は
年

間
55
人
の
社

会
増
、
予
算

付
け
は
。

町
長  

町
営
賃
貸
住

宅
は
、
年
間
2
棟
。

足
り
な
い
部
分
は
、

民
間
に
期
待
す
る
。

　

自
然
減
１
０
０
、

社
会
増
50
な
ら
許
容

範
囲
。

売
り
の
教
育
が	

人
口
増
に
繋
が

っ
て
い
な
い

中
井  

町
内
の
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
が
目
的

で
長
野
市
に
引
っ
越

し
て
き
た
方
に
尋
ね

た
。
飯
綱
町
に
適
当

な
物
件
が
無
か
っ
た
。

賃
貸
も
無
か
っ
た
。
移
住
先
を

決
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
前
年
。

町
営
賃
貸
の
公
募
は
、
正
月
過

ぎ
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
っ
て
な

い
。

町
長  

教
育
は
、
飯
綱
町
の
売

り
と
い
う
ご
意
見
だ
が
、
様
々

な
施
策
の
結
果
と
し
て
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
住
宅
環
境
の
整
備
が
必
要
と

感
じ
て
い
る
が
、
教
育
目
的
の

移
住
を
特
に
優
先
す
る
予
定
は

な
い
。

中
井  
飯
綱
町
の
究
極
の
目
標
、

最
上
位
の
目
標
は
。

町
長  

町
民
の
安
全
と
幸
せ
と

思
う
。

中
井  

違
う
の
で
は
な
い
か
。

人
口
増
で
は
な
い
か
。
こ
の
ま

ま
ほ
っ
と
け
ば
、
飯
綱
町
は
消

え
て
無
く
な
る
。

　
人
口
増
が
最
上
位
で
、
そ
の

下
に
各
目
標
が
く
る
と
思
わ
な

い
の
か
。

町
長  

全
く
思
わ
な
い
。
様
々

な
施
策
の
結
果
と
し
て
人
口
増

に
な
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
い

い
。

人口増アクションプランは
年間50人減になるなら良しとする

中井 寿一議員

町
長

▲�15年経った福井団地の若者向け住宅。未だに満室が続いている。

▲�飯綱町の人口推移（出典:GD Freak）実績データが2015年とちょっと古いで
す。人口減に歯止めは掛かっていないものの、2020年の実績値はこのグラフの
推計値より上回っている。

一
般
質
問
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地
域
運
営
組
織
の		

�

設
立
支
援
を

瀧
野  

町
の
集
落
創
生
事
業
は
、

一
過
性
で
終
わ
ら
せ
な
い
仕
組

み
が
重
要
。
事
業
を
き
っ
か
け

に
育
っ
た
地
域
内
の
自
治
の
芽

を
生
か
し
、
他
団
体
と
連
携
し

た
多
機
能
で
持
続
可
能
な
地
域

運
営
組
織
（
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
へ
発
展

さ
せ
る
可
能
性
は
。

町
長  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
今

の
時
代
に
は
大
事
。
集
落
創
生

事
業
は
一
定
の
評
価
を
し
、
事

業
の
あ
り
方
、
終
了
後

の
ケ
ア
も
含
め
て
検
討

が
必
要
。

瀧
野　
国
で
は
農
用
地

保
全
活
動
や
農
業
を
核

と
し
た
経
済
活
動
に
プ

ラ
ス
し
て
、
地
域
の
生

活
支
援
活
動
を
連
携
し

て
行
う
農
村
型
地
域
運

営
組
織（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）

の
形
成
支
援
が
示
さ
れ

た
。
町
の
考
え
は
。

産
業
観
光
課
長  

大
変

良
い
取
組
の
た
め
側
面

支
援
を
し
た
い
。

中
間
支
援
組
織
の	

	
�

設
立
は

瀧
野  

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
の
課
題
は
。

産
業
観
光
課
長  

高
齢
化
に
よ

る
人
材
不
足
、
取
組
の
停
滞
が

危
惧
さ
れ
る
。
交
付
金
を
効
果

的
に
活
用
す
る
た
め
の
ア
イ
デ

ア
や
活
力
も
不
足
し
て
い
る
。

瀧
野  

取
組
の
な
い
集
落
や
、

加
算
制
度
に
取
り
組
も
う
と
す

る
集
落
の
活
動
発
展
の
た
め
、

中
間
支
援
組
織
の
形
成
支
援
を
。

町
長　
大
事
な
提
案
。
県
の
中

間
管
理
機
構
ま
で
大
き
く
な
く

と
も
、
土
地
利
用
の
仲
介
を
す

る
組
織
が
実
動
部
隊
と
し
て
必

要
。意

欲
を
い
か
す	

	
�

場
づ
く
り
を

瀧
野  

住
民
企
画
提
案
制
度
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
を

プ
レ
ゼ
ン
形
式
に
し
て
、
行
政

と
の
連
携
に
よ
る
取
組
の
深
化

や
、
発
表
者
同
士
の
横
の
繋
が

り
形
成
を
。
行
政
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
人
的
情
報
、
地
域
資
源
の

発
見
に
繋
が
る
。
住
民
の
内
発

的
な
意
欲
を
埋
も
れ
さ
せ
ず
育

て
て
い
く
た
め
の
場
づ
く

り
を
。

企
画
課
長  

住
民
と
直
接

触
れ
合
い
計
画
を
聞
く
体

制
を
整
え
た
い
。

瀧
野  

地
域
は
「
話
し
合

い
」
の
機
会
が
多
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。
負
担
感
軽

減
と
実
り
の
あ
る
話
し
合

い
の
た
め
、
以
前
提
案
し

た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

導
入
を
。

企
画
課
長  

住
民
、
協
力

隊
員
、
町
職
員
な
ど
技
術

を
身
に
つ
け
て
地
域
に
貢

献
で
き
る
貴
重
な
人
材
に

な
れ
る
。
研
究
し
た
い
。

若
者
会
議
に		

	
�

期
待
す
る
も
の
は

瀧
野  

小
布
施
町
の
若
者
会
議

は
、
参
加
者
が
本
気
で
自
身
の

自
己
実
現
を
求
め
て
い
る
点
が

単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
せ

な
い
仕
掛
け
。
町
の
手
法
と
効

果
は
。

町
長  

従
来
通
り
の
や
り
方
の
、

提
案
を
出
し
て
終
わ
り
と
い
う

会
議
で
は
な
く
、
一
緒
に
事
業

を
進
め
、
行
政
が
評
価
し
、
さ

ら
に
若
者
か
ら
次
の
世
代
に
繋

げ
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
会
議
を

期
待
。

農用地保全

活動発展のため中間支援組織を
実動部隊として必要。組織を検討

瀧野 良枝議員

町
長
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石
川　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
未
だ
に
終
息
し
て
い
な

い
。
こ
の
戦
争
の
全
て
の
犠
牲

者
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。

１
９
８
９
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁

崩
壊
に
よ
り
東
西
の
冷
戦
は
終

わ
っ
た
も
の
と
受
け
止
め

て
い
た
が
、
今
回
の
プ
ー

チ
ン
大
統
領
の
暴
挙
に
よ

り
、
世
界
は
や
や
も
す
れ

ば
第
三
次
世
界
大
戦
に
突

入
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

改
め
て
町
長
の
平
和
に
対

す
る
気
持
ち
を
確
認
し
た

い
。

町
長　
憲
法
に
も
触
れ
る

事
柄
で
も
あ
る
が
、
国
防

は
国
の
事
務
で
あ
り
、
平

和
と
い
う
か
、
飯
綱
町
の

代
表
と
し
て
は
町
民
が
安

心
し
て
本
人
の
希
望
す
る

生
き
方
が
家
族
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
叶
え
ら
れ
る
こ

と
と
思
っ
て
い
る
。

石
川　
憲
法
９
条
は
戦
争

の
放
棄
、
戦
力
の
不
保
持
、

交
戦
の
否
認
だ
と
解
釈
し
て
い

る
。
日
本
国
憲
法
は
世
界
に
誇

れ
る
平
和
憲
法
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
長
野
県
内
で
は
高
森
町
が
空

手
団
体
を
通
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
９
名
を
受
け
入
れ
た
。

飯
綱
町
も
受
け
入
れ
て
は
。

町
長　
基
本
的
に
は
避
難
民
、

難
民
の
扱
い
は
国
が
し
っ
か
り

と
し
た
対
応
を
す
る
べ
き
。
長

野
県
で
は
国
の
要
請
で
９
０
０

名
程
受
け
入
れ
と
の
こ
と
。
要

望
が
あ
っ
て
受
け
入
れ
る
意
思

が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

町
も
名
乗
り
を
挙
げ
て
い
る
。

石
川　
避
難
民
受
け
入
れ
に
際

し
て
、
国
の
特
別
交
付
税
措
置

が
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　
今
の
と
こ
ろ
、
そ

の
よ
う
な
通
達
は
、
国
か
ら
は

な
い
。

石
川　
県
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
る
な
ど

し
て
支
援
を
広
げ

て
い
る
。
町
も
自

主
的
に
進
ん
で
支

援
し
て
い
く
決
意

は
あ
る
か
。

町
長　
二
の
足
を

踏
ん
で
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
要
望

が
あ
れ
ば
、
受
け

入
れ
を
含
め
、
金

銭
だ
け
で
な
く
物

資
も
支
援
し
た
い
。

ま
た
、
即
時
停
戦

を
考
え
る
良
い
機

会
だ
と
思
っ
て
い

る
。

石
川　
実
際
に
受

け
入
れ
た
と
し
て
、

交
流
す
る
中
で
平

和
へ
の
意
識
も
再

確
認
で
き
、
相
手

の
国
の
こ
と
も
学
べ
る
と
思
う
。

教
育
の
見
地
か
ら
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
平
和
に
つ
い
て
は
、

学
校
教
育
で
も
常
日
頃
か
ら
し

て
い
る
。
家
庭
に
お
い
て
も
ニ

ュ
ー
ス
映
像
を
見
る
な
ど
し
て

な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
実
際

に
避
難
民
を
受
け
入
れ
る
と
な

っ
た
な
ら
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

石
川　
町
職
員
を
高
森
町
に
派

遣
し
て
研
修
さ
せ
る
予
定
は
あ

る
か
。

町
長　
現
状
で
は
そ
こ
ま
で
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
。

石
川　
役
場
庁
舎
内
に
募
金
箱

を
置
く
つ
も
り
は
あ
る
か
。

町
長　
実
は
個
人
的
に
は
労
働

組
合
や
課
長
会
で
と
話
を
し
た

こ
と
も
あ
る
が
、
公
の
窓
口
に

設
置
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
た
だ
、
積
極
的
に
受
け

入
れ
や
支
援
を
考
え
て
い
る
。

石
川　

町
民
憲
章
の
な
か
に

「
互
い
に
助
け
合
い
、
思
い
や

り
の
心
を
も
っ
た
優
し
い
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
る
。

先
陣
を
切
っ
て
、
平
和
を
希
求

す
る
町
（
地
方
公
共
団
体
）
だ

と
宣
言
し
て
は
い
か
が
か
。
結

果
的
に
ほ
か
の
自
治
体
に
も
波

及
す
る
の
で
は
。

町
長　
町
民
憲
章
は
ア
ピ
ー
ル

す
る
が
、
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は

宣
言
す
る
予
定
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

ウクライナ避難民受け入れを
県要望には名乗りを挙げている

石川 信雄議員

町
長

▲�世界平和を願う
一
般
質
問

（9）長野県　飯綱町議会だより



伊
藤　
昨
年
の
大
雪
の
た
め
、

破
損
し
て
い
る
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

住
民
環
境
課
長　
開
発
行
為
と

し
て
申
請
さ
れ
て
い
る
も
の
１

カ
所
、
10
ｋ
Ｗ
以
下
が
２
カ
所
。

伊
藤　
脱
落
や
ひ
び
が
は
い
っ

て
い
な
が
ら
、
放
置
さ
れ
て
い

る
パ
ネ
ル
へ
の
対
応
は
。

住
民
環
境
課
長　
協
議
し
て
早

期
撤
去
を
求
め
て
い
る
。
小
さ

い
も
の
は
把
握
し
て
い
な
い
。

伊
藤　
町
民
か
ら
、
有
害
物
質

の
流
出
を
懸
念
す
る
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
。

住
民
環
境
課
長　
鉛
、
ヒ
素
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
、
セ
レ
ン
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
製
造
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
あ
り
、
基
準
値
以
下

で
製
造
さ
れ
て
お
り
、
雨
水
で

の
有
害
物
質
が
漏
れ
、
土
壌
を

汚
染
す
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
。

伊
藤　
大
き
く
破
損
し
た
と
き

の
対
応
は
。

住
民
環
境
課
長　
太
陽
光
パ
ネ

ル
事
業
は
、
経
産
省
の
許
可
事

業
と
な
っ
て
お
り
、
固
定
価
格

買
取
制
度
に
加
入
し
な
い
と
で

き
な
い
。
火
災
・
地

震
保
険
へ
の
加
入
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

伊
藤　
集
中
豪
雨
が

多
発
し
て
お
り
、
適

切
な
雨
水
処
理
が
求

め
ら
れ
る
が
。

住
民
環
境
課
長　
事

前
設
計
書
の
提
出

時
、
ト
レ
ン
チ
（
浸

透
）
で
不
足
の
時
は

調
整
池
の
設
置
を
指

導
し
て
い
る
。

伊
藤　
太
陽
光
パ
ネ

ル
設
置
に
対
し
て
条

例
整
備
を
検
討
し
て

い
る
よ
う
だ
が
。

副
町
長　
県
の
方
針

に
沿
い
、
富
士
見
町
、

信
濃
町
の
条
例
を

参
考
に
し
、
検
討

し
て
い
く
。

物
価
上
昇
下	

で
の
給
食
費

�

負
担
は

伊
藤　
６
月
１
日

３
０
０
０
も
の
品

目
が
値
上
げ
さ
れ
、

今
後
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

の
影
響
も
出
て
く

る
と
予
測
さ
れ
る
。

給
食
費
へ
影
響
が

出
て
く
る
と
思
う

が
、
対
応
は
。

町
長　
食
材
費
に

影
響
が
出
始
め
て
い
る
。
年
度

途
中
で
の
給
食
費
の
引
上
げ
は

し
な
い
で
、
不
足
分
は
公
費
で

賄
う
。

　
来
年
度
は
、
教
育
委
員
会
と

協
議
し
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
達
の		

	
�

夏
の
マ
ス
ク
着
用
は

伊
藤　
今
年
も
暑
い
夏
と
予
報

さ
れ
て
お
り
、
熱
中
症
が
心
配

さ
れ
て
い
る
。
保
育
園
及
び
学

校
で
の
子
ど
も
達
の
マ
ス
ク
着

用
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も

変
化
し
て
き
て
い
る
。
屋
外
や

登
下
校
時
は
着
用
し
な
く
て
良

い
。
歌
や
調
理
実
習
は
、
で
き

る
範
囲
で
行
っ
て
い
く
。

伊
藤　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
こ
と
が
規
制
さ

れ
て
き
た
。
給
食
の
黙
食
は
、

い
つ
ま
で
と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
で
も
、

歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い
る
。

元
通
り
に
な
る
に
は
、
慎
重
に

見
定
め
て
い
き
た
い
。

破損した太陽光パネルの対応は
早期撤去を求めている

伊藤 まゆみ議員

町
長

▲�楽しい給食を早く…コロナ流行前の保育園での給食風景	
（2019年撮影）

▲�適切に維持管理されている太陽光パネル（小玉）
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令和4年度 町村議会議員研修会
	 7月14日  キッセイ文化ホール 松本市

第一部　「町村自治体の防災・減災対策と災害時の議会議員の役割」
	 講師：鍵屋 一 氏										        
� （跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 コミュニティデザイン学科  教授）
　講演を聞いて、非常時に慌てることなく適切な対応ができるよ
うに、普段から避難に備えて用意もしくは訓練しておくことが大
事だと改めて認識しました。
　「価値創造型」の防災というテーマについては、日常から人間
関係、近所関係を良好にし、魅力ある地域をつくることが、災害
や危機にも強くなるとの結論でした。
　飯綱町議会では、飯綱町議会基本条例の第９条に飯綱町議会災
害対策本部設置を謳っており、また、飯綱町議会災害対策本部設
置要綱は11条にわたって仔細に決められています。

第二部　「議会におけるハラスメント」
	 講師：太田 雅幸 氏										        
	 （弁護士　元衆議院法制局第1部第1課長）
　パワハラの例を始めに、実際の判例から相手に与える
損傷の大きさとリスクの大きさを学びました。議会を取
り巻く環境においては、議員と職員間だけでなく、議員
間のハラスメントも存在し、法律上、首長および議員自
身にハラスメント防止の義務が課されています。議員が
起こしたハラスメントのリスクは、民事・刑事上の責任
だけではなく、最終的には信用失墜から辞職に追い込ま
れることがあると学びました。さらにセクハラに起因す
る女性議員の減少は、無投票に繋がる可能性があることを認識しました。

～ZOOM学習会を開催しました～
　議会におけるデジタル技術活用の一環として、オ
ンライン会議や研修会に備えたZOOM学習会を開催
しました。
　総務省の報告では、地方議会のデジタル技術の活
用事例として、各種会議・視察のオンライン化など
議会運営に関連するもの、また住民への情報発信・
住民参加などの活用が紹介されています。

　飯綱町議会は、今年度の重点的取組事項の一つに【議会ICT（情報通信技術）推進】
を掲げており、今後も研究を進めてまいります。

ハラスメント
行為

刑事責任民事責任

信用失墜 責任追求

議員辞職

（11）長野県　飯綱町議会だより

学
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66号から

Ｑ	 �　フリースクールの情報がほしいです。町に２つもあるのはとてもよいと思います。町外の利用
が多いとお聞きしていますが、住民の殆どはフリースクールの存在を知らない方もいます。

Ａ　�　「みんなの学校」と「OZ Field」
があります。いずれのフリース
クールも小中学生対象で、飯綱町
の自然の中で子供を育てることを
謳っています。でも手法は全く異
なります。いずれのフリースクー
ルも体験会を開いています。		
					   
					   
					   
					   
					   

　「みんなの学校」は、設立が2013年です。シュタイナー
教育を主体としています。自然体験を始め、五感や手
足を使う体験、芸術活動をたくさん取り入れ、生きる
力や美しいものに向かう感性、手に宿る知性を育む教
育をしています。児童13名（町内0名）、教師20名（非
常勤含む）が、古町の古民家を借りて活動しています。	
								      
　「OZ Field」は、設立が2021年です。「やりたいこと」
「ひつようなこと」「みんなでとりくむこと」の3つの
柱で構成されたセミオーダー制のカリキュラムが特徴
です。積極的にイベント協力等の対外活動も行ってい
ます。児童・生徒20名（町内6名）と教師5名（非常勤
含む）が、いいづなコネクトWESTの1階で活動して
います。

Ｑ	 �　未来の納税者である子どもたちにわかりやすく予算を説明する「こども議会報」があってもい
いのでは、と思う。今号の内容はこれだけではわからないと思うので、子どもが子どもに予算の
内容を説明するようなそういうものを作ってはどうか。未来の有権者教育、町政への感心を深める。

Ａ　�　未来の有権者に町政への関心を持ってもらうことは非常に大事だと思います。家庭内におい
て町政の仕組みや思いを話題にしていただくことも大切です。議会は、中学生議会に協力し、特
集号を発行してきました。議会の傍聴にも地元高校生が訪れ、開かれた議会を提供しています。
2015 年には、住民参加による模擬議会も開催しました。議会としては今後も、このような場作
りをしてまいります。

 議会だより第66号（3月定例会） 

� モニターアンケートにお答えします

▲�「みんなの学校」ホームページは写真中のQRコード参照のこと

◀�「OZ Field」ホームページは写真中のQRコード参照のこと

第 67 号（12）
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藤 

正	

西
黒
川

坂
口 

ゆ
み	

毛
野

佐
藤 

美
奈
子	

福
井
団
地

髙
橋 
吉
郎	

普
光
寺
西
部

髙
橋 
き
よ	

地
蔵
久
保

竜
野 
俊
介	

御
所
之
入

田
宮 

邦
彦	
牟
礼

土
倉 

栄
二	
野
村
上

徳
永 

容
子	

深
沢

外
山 

秀
子	

深
沢

中
嶋 

京
子	

福
井

西
林 

浩
史	

普
光
寺
西
部

服
田 

昭
男	

牟
礼

藤
沢 

史
穗
子	

下
赤
塩

古
谷 

由
美
子	

坂
上

保
坂 

宗
春	

普
光
寺
西
部

星
野 

洋
子	

北
川

松
木 

洋
二	

福
井
団
地

松
橋 

理
絵	

松
ノ
木

松
橋 

湧
太
郎	

普
光
寺
中
部

水
島 

洋
喜	

毛
野

三
ツ
井 

善
文	

川
谷

宮
澤 

千
秋	

福
井
団
地

宮
本 

隆
之	

川
北
東
部

村
田 

政
敬	

東
高
原

村
松 

幸
好	

町

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

他
匿
名
希
望
５
名

新
た
に
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
44
名

　
第
８
次
の
モ
ニ
タ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
２
０
２
２
年
８
月
か
ら
２
０
２
４
年
７
月
ま
で
で
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
会
だ
よ
り

に
活
か
す
ほ
か
、
議
会
だ
よ
り
で
お
答
え
し
た
り
、
議
会
で
の
政
策

提
言
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　２年間モニターを務めていただきありがとうございました。今回は、モニターに関していた
だいたご意見を載せます。

  ・モニターも最後となり気の利いた意見は書けませんでしたが、議会に対して関心を持つこと
ができました。ありがとうございました。

  ・モニターもあってないような。必要ですか。いてもいなくてもいい、何のためのモニター。私
たちがこれを書くことに時間のムダを感じる。

  ・モニターを２年間引き受けましたが、議会報を読むきっかけとなり、町政や議会の動きも分
かるようになったと思います。

  ・２年間、モニターを務めさせていただきました。今まで流し読みしていた議会だよりを “立
ち止まって読む” 習慣がつきました。人の意見に耳を傾けることができました。毎回下手な
文章を提出することで精いっぱいでしたが、お世話になりました。ありがとうございました。
私の中の小さな小さな一歩になったと思っています。

  ・２年間の議会広報モニターの委嘱を受けて長いと思っていたが、あっという間に任期満了が
近づいた。色々勉強させていただきありがとうございました。

議会だよりモニターお疲れ様でした

（13）長野県　飯綱町議会だより

新
モ
ニ
タ
ー
紹
介



あの時の
あの質問

どうなった??

～令和３年９月・12月定例会一般質問答弁の進捗状況より～

【令和３年12月】

Ｑ   町の魅力を町内外に広く発信することが重要。方策は。		

Ａ   欲しい人に欲しい情報を発信する方式（プッシュ型）のメディ
ア導入を研究していく。

⬇
対応

  デジ田
デン
交付金を活用し、令和５年１月からプッシュ型通知機能

を備えたスマホ向け町公式アプリ※を稼働予定。

【令和３年12月】

Ｑ   集落創生事業における地域おこし協力隊の活用を。		

Ａ   旧村で１人ずつ地域おこし協力隊を置くよう検討する。

⬇
対応

  令和４年７月から集落活性の業務を担う地域おこし協力隊
２人を募集予定。

（�※アプリ：アプリケーションの略。特定の機能や目的をもって作られた専用の
プログラム）

【令和３年９月】

Ｑ   窓口サービスのネットワーク推進を。		

Ａ   住民票等のコンビニ交付は維持経費が高額であるため、マイナン
バーカードを活用したオンライン申請等を検討する。

⬇
対応

  国のデジタル田園都市国家構想推進交付金を活用し（以下、デジ田
デン
交付金）、令和５年１月からオ

ンラインによる住民票等の証明書交付の本稼働を予定。

第 67 号（14）

あ
の
質
問
ど
う
な
っ
た



新しい町づくりへ  私の提案
第27回

私
は
今
、
地
元
で
あ
る
飯
綱
町
奈
良
本
地

区
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。
主

に
休
耕
地（
田
ん
ぼ
）
や
、
山
林
を
利
用
す
る

事
で
、
景
観
が
良
く
な
り
、
山
林
に
人
が
入
る

事
で
獣
害
の
減
少
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
が
、
一
番
の
目
的
は
や
は
り
日
本

中
の
方
々
に
こ
の
飯
綱
町
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
発

生
か
ら
約
２
年
半
が
経
ち
、
時
代
も
ガ
ラ
ッ

と
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
を
ピ
ン
チ

で
は
な
く
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
コ
ロ
ナ
後
、
空

前
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
キ
ャ
ン
プ
を
一
つ
の

手
段
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
に
飯
綱
町
を

知
っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
飯
綱
町
の
素
晴
ら

し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
更
な
る
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

飯綱町を日本一の
キャンプ場の町に

田中 洋満 さん
（奈良本）

牟
礼
駅
前
商
店
街
で
古
着
と
バ
イ
ク
の
店

を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

私
は
旧
三
水
村
の
出
身
で
町
内
の
高
校
を

卒
業
し
た
後
、
上
京
し
服
飾
の
専
門
学
校
に

進
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
パ
レ
ル
に
勤
め
10
年
余
り
の

経
験
を
積
み
飯
綱
町
に
帰
郷
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
１
年
半
前
に
念
願
で
あ
っ
た
自
分
の

店
を
開
業
し
ま
し
た
。
町
内
は
も
ち
ろ
ん
県

外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
店
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
そ

の
場
に
行
け
な
か
っ
た
り
な
ど
の
事
情
も
あ

り
ま
す
が
、
対
面
で
し
か
で
き
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
は
と
て
も
良
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
物
を
買
い
に
行
く
だ
け
で
は
な
く

共
通
の
趣
味
や
人
が
集
ま
れ
る
場
所
。
そ
こ

に
は
必
ず
新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
る
。
そ

ん
な
店
や
場
所
が
も
っ
と
飯
綱
町
に
増
え
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

出会いを
大切にしたい

宮本 武義 さん
（毛野）

Home

石川 陽子 さん
（福井）

久
し
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

50
年
弱
の
人
生
の
７
割
を
、
3
年
定
住
す
る

こ
と
な
く
街
や
家
を
変
え
続
け
、
以
前
は
考

え
も
し
な
か
っ
た「
故
郷
を
終
の
住
処
に
」と

思
い
立
ち
ま
し
た
。

時
の
流
れ
と
共
に
、
私
に
も
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
今
の
飯
綱
町

も
数
年
前
と
は
違
う
印
象
を
見
せ
ま
す
。
相

変
わ
ら
ず
の
面
の
横
で
、
た
ま
に
新
し
い
顔

を
見
せ
、
時
代
と
共
に
成
長
し
て
い
く
の
は

自
然
な
姿
で
あ
り
良
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
年
を
重
ね
て
い
き
ま

す
が
、
私
も
町
も
適
当
に
変
わ
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
適
当
と
は
、
あ
る
状
態
や
目

的
な
ど
に
、
ほ
ど
よ
く
当
て
は
ま
る
こ
と
。
そ

し
て
町
も
私
も
、
人
や
環
境
の
変
化
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
寛
容
さ
を
持
っ
て
ほ
し
い
、
ま

た
そ
う
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

（15）長野県　飯綱町議会だより

町
民
の
声



き
と
落
胆
を
禁
じ
得
な
い
今
日

こ
の
頃
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で「
功
罪
」の「
功
」

が
仮
に
有
る
と
す
る
な
ら
ば
、

日
本
の
劣
化
を
図
ら
ず
も
炙
り

出
し
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

う
程
で
す
。
我
が
飯
綱
町
も
国

へ
の
補
助
金
申
請
の
件
の
失
態

も
記
憶
に
新
し
い
。

町
の
事
業
予
算
に
は
平
然
と

「
千
万
」「
億
」と
い
う
数
字
が

羅
列
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

私
た
ち
の
貴
重
な「
血
税
」だ

と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
議

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
の
飯
綱
町
の
更
な
る
発
展

の
た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
お
け
る
夫
婦
間
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
育
児・家
事
の
分
担
）
を
ご
自
身
の
実
体
験
か
ら
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

官
僚
で
あ
っ
た
頃
に
、
自
身
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
な
り
た
い
と
仕
事
と

家
庭
の
両
立
に
奮
起
さ
れ
、
ま
た
、
郵
便
不
正
事
件
で
誤
認
逮
捕
さ

れ
た
際
に
は
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
良

い
状
態
に
保
ち
、
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
で
い
た
そ
う
で
す
。

「
生
き
心
地
の
良
い
町
」
と
は
の
話
題
で
は
、
島
根
の
「
お
た
が
い

さ
ま
」
や
鹿
児
島
の
甑こ

し
き

島し
ま

で
体
験
さ
れ
た
話
を
通
し
て
レ
ク
チ
ャ
ー

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
生
１
０
０

年
時
代
、
変
化

の
速
い
時
代
を

ど
う
生
き
る
か

で
は
、「
学
び

続
け
る
」「
異

な
る
も
の
と
繋

が
る
」
を
心
掛

け
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
幾

つ
に
な
っ
て
も
、

好
奇
心
は
持
ち

続
け
た
い
も
の

で
す
。

最
近
思
う
こ
と

大日方 貢 さん
（福井団地）

　
日
頃
、
飯
綱
町
発
展
の
た
め

尽
力
し
て
い
た
だ
き
議
員
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
国
及
び
地
方

の
行
政
等
の
不
祥
事
、
不
手
際

が
連
日
ニ
ュ
ー
ス
、
ワ
イ
ド
シ

ョ
ー
と
賑
わ
せ
て
お
り
、
そ
の

余
り
の
低
次
元
、
悪
質
さ
に
驚

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声 

�

■ 9月定例会予定
9月1日～ 9月22日（22日間）
一般質問	 	 	 	
9月6日（火）・9月7日（水）
常任委員会	 	 	 	
9月8日（木）・9月9日（金）

編集委員
　　発　行　人　　渡邉	千賀雄
　　委　員　長　　石川	 信雄
　　副 委 員 長　　中井	 寿一
　　委　　　員　　小林	 文廣
　　委　　　員　　瀧野	 良枝
　　委　　　員　　青山	 弘
　　委　　　員　　中島	 和子

67
号
表
紙
説
明

　
「
た
す
き
を
繋
ぐ
」
４
月
末

に
開
催
さ
れ
た
長
野
県
市
町
村

対
抗
駅
伝
で
、
町
の
部
で
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
総
合
で
も

８
位
と
い
う
快
挙
で
し
た
。
レ

ー
ス
に
出
た
の
は
４
人
で
す
が
、

最
後
ま
で
６
人
全
員
で
走
り
抜

き
ま
し
た
。
私
達
も
飯
綱
町
と

い
う
た
す
き
を
、
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
渡
し
た
い
で
す
。

編
集
後
記

　

夏
至
６
月
21
日
ご
ろ
、
北
半
球
で
は
、

夜
が
最
も
短
く
な
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻
し
て
４
ヶ
月
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
夜
明

け
は
い
つ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ロ
シ
ア
の
動
向
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

�

（
文
）

議
会
共
催 

町
民
講
座 

６
月
19
日

「
あ
き
ら
め
な
い
生
き
方
」

～
あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と
～

�

村
木 

厚
子 

氏
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